
 

 

 

 

 

 

奈良市公私連携幼保連携型認定こども園指定法人募集 

（明治幼稚園再公募）審査結果について 

（令和 3年 11月 26日公表分） 
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１ 選定委員会開催状況 

明治幼稚園の指定法人募集の審査に係る委員会等を令和 3年 7月より開催し、令和 3年 8月 17

日より公募をおこなったが、奈良市幼保施設運営事業者選定委員会による審査により選定事業者

なしとなったため、募集条件を見直したうえで再度公募を実施した。再公募に係る取組について

は以下のとおり実施した。なお、奈良市情報公開条例第 29条第 2号（不開示情報が含まれる事項

について審議、審査、調査等をするもの）及び、同条例第 7条第 3号（法人その他の団体に関す

る情報又は事業を営む個人の当該事業に関する情報であって、公にすることにより、当該法人等

又は当該個人の権利、競争上の地位その他正当な利益を害すると認められるもの）、また、同条例

第 7条第 5号（市の機関内部若しくは機関相互間又は市の機関と国、独立行政法人等、他の地方

公共団体及び地方独立行政法人の機関との間における審議、検討又は協議に関する情報であっ

て、公にすることにより、率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に損なわれるおそ

れ）等の規定に基づき、選定の公正かつ公平な意思決定を確保するため、非公開とした。 

 

 

 日時 内容 

1 
令和 3年 10月 25日（月） 

16:00 ～ 17:00 
 法人募集に係る募集要項（案）について 

2 
令和 4年 3月 7日（月） 

13:00 ～ 16:00 

 ヒアリング審査 

書類審査及びヒアリング審査の内容について 

採点 

3 
令和 4年 3月 8日（火） 

13:00 ～ 16:00 

 ヒアリング審査 

書類審査及びヒアリング審査の内容について 

採点 

 

 

２ 運営事業者の募集 

   運営事業者の募集については、「奈良市公私連携幼保連携型認定こども園指定法人募集要項集

（奈良市立明治幼稚園再公募）」（以下「募集要項」という。）を定め、募集要項に基づき以下のと

おり行った。 

 

（１）募集要項等の配布 

   期間：令和 3年 11月 26日（金）から令和 4年 1月 21日（金）まで 

   配布場所：奈良市役所子ども政策課（市ホームページからも入手可能） 

 

（２）募集要項説明会および保育見学会 

   日時：令和 3年 12月 13日（月）11時 00分から 

   会場：市立明治幼稚園、奈良市役所 



 

（３）応募書類の受付 

   期間：令和 4年 1月 19日（水）から令和 4年 1月 21日（金）まで 

   受付場所：奈良市役所子ども政策課 

 

 

３ 応募の状況 

   令和 4年 1月 19日（水）から令和 4年 1月 21日（金）までの間で応募受付を行ったところ、

２法人から応募があった。 

 

 

４ 運営事業者の選定 

（１）選定方法 

    募集要項集別紙 3の規定に基づき、以下の方法で選定した。 

   ①書類審査（160点／1人あたり） 

   ②ヒアリング審査（110点／1人あたり） 

   ※あわせて応募法人が運営する幼保施設の現地調査を行った。 

 

    審査では、応募書類に記載の内容を踏まえ、委員による現地調査を実施し、それぞれの項目

について意見共有及び議論を行った。その後、ヒアリング審査を行い、これまでの調査等を踏

まえて各委員が書類審査表及びヒアリング審査表の得点を確定し、その合計点を法人の得点と

した。なお、規定のとおり合計得点が 6割以上となった法人の中から最も高い得点を獲得した

法人を選定した。 

 

（２）選定審査結果 

    上述の選定方法により審査を行った結果、奈良市立明治幼稚園の移管先候補法人として、 

「社会福祉法人 清心福祉会」に決定した。 

 

法人の概要 

法人の所在地 現在運営する幼保施設 

東京都八王子市左入町 373番地 1 
わらべ保育園 

（東京都八王子市、定員 131名）他 20園 

 

 

５ 選定法人の主な評価（選定理由） 

 ◆経営基盤が比較的厚く、安定した運営が見込まれる。 

◆園長・主幹予定者の教育・保育に係る柔軟な姿勢も伺え、市と連携しながら奈良市モデルの教 

育・保育の承継について期待できる。 

◆地域との連携に対して高い意欲をもつ。社会福祉法人としてのこれまでの実績を踏まえ、今後、 



 奈良市と新しい形態での公設民営施設の展開も期待できる。 

 ◆多数の保育園等を運営し、公立の民間移管の経験も数多く重ねている法人である。奈良市の地域 

  性や教育・保育の理解の上に、法人の独自性を生かし、地域や園と共に保育内容の充実、保育の

質の向上に取り組んでいただくことを期待する。 

 


